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概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

大阪大学レーザー科学研究所では、高出力パワーレーザーを用い、球状の核融合燃
料の圧縮実験を行っている。この圧縮は流体力学的に不安定であることが知られて
おり、球状の核融合燃料の表面に存在する微小な擾乱が時間的に成長し、球を大き
く変形させることが知られている。本研究では、操作型プローブ顕微鏡システムを
利用し、重水素化ポリスチレン球体表面の擾乱を計測した。

実験
Experimental

大阪大学レーザー科学研究所で製作した直径200 μmのポリスチレン中実球の表面
をAFMを用い観察を行った。

結果と考察
Results and Discussion

エマルジョン法を用いて製作した直径500 μmのポリスチレンシェルの表面と比べ
ると、今回のポリスチレン中実球の表面の凹凸は約10倍程度大きいことが確認され
た。一方で、中実球がシェルに比べて流体力学的不安定性の影響を受けにくいこと
を考慮すると、今回観測された擾乱は許容できるレベルである。
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Figures, Tables and
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AFMで観測した直径200 micronのポリスチレン中実球の表面状態。
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